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スズキグループで働く組合員とご家族の皆様、明けましておめでとうございます。

昨年一年間のご協力に感謝申し上げますとともに、本年が平和で明るい年となりますようお祈り申し上げます。

昨年1月の令和6年能登半島地震、同9月の奥能登豪雨により被災された方々、不幸にも亡くなられた方々に心より

お見舞いとお悔やみを申し上げます。改めて自然災害の怖さと防災・減災の重要性を再認識するとともに、皆様に

は災害が発生した時のために日頃からの備えをお願いします。

さて、過日の衆議院議員選挙では、皆様のご理解とご協力により私達が支持する国民民主党は大きく躍進するこ

とができました。結果として連立与党が過半数割れとなり、これまで議論されなかった政策が今後は国会で議論さ

れることを期待しています。

また、7月に予定される参議院議員選挙に、私達の代表として、いそざき哲史参議院議員が3度目の挑戦をします。

国民民主党の掲げる「手取りを増やす」などの政策実現と、自動車ユーザーの立場になった自動車税制の負担軽減を

進めると同時に、自動車産業で働く勤労者に寄り添った政策実現のために、皆さまの絶大なるご理解とご協力をよ

ろしくお願いします。

スズキグループは今、一人ひとりが稼ぐ力を付け、競争の激化する自動車産業で生き残っていくために、様々な

改革を進めています。そこで発生する課題については、各加盟組合の執行部と職場役員が一丸となり、一つひとつ

を丁寧かつ迅速に対応してまいりますので、組合員の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いします。

本年もスズキグループで働く組合員が活き活きと働きながら、明るい将来を抱き、夢を持ってチャレンジしてい

ける社会を実現するため、ともにがんばりましょう！

スズキ労働組合
平岡ボデー労働組合
スズキ部品製造労働組合
スズキ輸送梱包労働組合
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小楠金属・熱処理労働組合
スズキ部品富山労働組合
スズキ新潟販売労働組合
岐阜スズキ労働組合
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スズキ納整労働組合
スズキファイナンス労働組合

本年もよろしくお願い致します。
スズキ関連労働組合連合会　役員一同



元気な静岡県を創る
静岡県議会議員　田口 章
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労働相談
窓口

労働相談
窓口

どんなことでもOK!
お気軽にご相談下さい。

＊月～金 9：00～18：00
相談無料・秘密厳守
0120-500-073

こんな時にはお電話を!

仕事、職場、労働条件、コン
プライアンス、人間関係、
私生活・・・
悩みはいろいろあるけれど、
職場ではちょっと相談しにく
いなぁ。

「国の懐」ではなく、「国民の懐」を
豊かにする政治の実現に向けて
参議院議員　いそざき 哲史

働く仲間の安心と
豊かな暮らしの実現へ
参議院議員　はまぐち 誠

新年のごあいさつ
浜松市議会議員　岩田 くにやす

【編集後記】
新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願い申し上げます。今年の干支である巳は神様の使いとして大切にされてきた動物で、
脱皮を繰り返すことから不老不死のシンボルともされているそうです。そのため巳年は、再生や変化を繰り返しながら柔軟に発展していく年になる
と考えられるそうです。昨年は大きな災害がありました、被災地の復興再生と発展が進むように初詣でお願いしたいと思います。　じんじん

謹んで新春のお慶びを申し上げます。
昨年の静岡県は15年ぶりにトップが交代し、
鈴木康友新知事の誕生という大きな出来事があ
りました。今年は早々に新総合計画の検討や令
和7年度当初予算編成などで、「幸福度日本一の
静岡県をつくる」“康友カラー ”をいかに反映していくかが問われる
年になります。
スタートアップ支援などを通した経済・地域の活性化、公共ライ
ドシェアを含めた共助型公共交通の拡充、人口減少社会に欠かせな
い多文化共生社会づくりなど、その政策は徐々に表れ始めています
が、2月定例会では、現下の課題から将来を見据えた政策まで、幅広
い議論が行われると思います。私もみなさまの声をしっかりと県政
に届けてまいります。
リニア中央新幹線や浜松市篠原地区の公園整備など前知事からの
継続課題には、スピード感を持ちつつも慎重を期すべき点は丁寧に
進めています。こうした政策推進には県民のみなさんの合意形成が
欠かせませんので、私も二元代表の一翼として、引き続き、提案、
チェックを進めます。
2年前、私は「未来にツケを回さない」というスローガンを掲げ、4
年の任期中、行財政改革や温暖化対策に取り組むことをお約束しま
した。鈴木康友知事は、県政運営方針の第一に「将来世代に責任を負
う」と述べ、あわせて「税金はムダにしない」「新しいことへのチャレ
ンジ」とも述べています。向いている方向は全く同じです。本年、私
は任期の折り返しを迎えます。新知事とともにこれらに取り組み、
人口減少下においても元気な静岡県を創ってまいります。本年もご
指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願いいたします。

新年明けましておめでとうございます。
毎年、干支にまつわる言葉からスタートしてき
ました。今年も同じように探していたのですが、
今年の干支の巳や蛇が付く言葉を探してもなかな
か新年にふさわしい言葉に当たらなかったため、
ちょっと趣向を変えてみることにしました。
絵本の「十二支のはじまり」によると龍とへびは同時に神様の所に
たどり着いたのですが、へびは龍が修行を経て龍となったことが素
晴らしいと敬い、龍に「お先にどうぞ」と譲って6番目になったそうで
す。奥ゆかしいエピソードですね。また「巳」の字は胎児や、植物が
実をつけるところからの象形文字なのだそうです。そこから「新しく
何かが生れ出る」意味を持った年と位置付けられており、十二支の話
や文字の成り立ち、またそもそもへびは金運なども運んでくれる神
様の使いともされていますので、今年から皆さんのへびに対するイ
メージチェンジの年になるといいですね。
さて政治のイメージはどうでしょうか。昨年は国会議員、とりわ
け政権与党の一部の国会議員による「政治とカネ」の問題を発端に、
衆院解散総選挙となり、疑惑の議員が数多く国会を去りました。反
対に私たちが応援する国民民主党は大躍進という事で、皆さんも応
援しがいがあったと思います。この機にしっかりと国会議員もイメ
ージチェンジして頂き、若い方が政治に興味を持ち、世の中を良く
していくために必要不可欠な議員をみんなで後押しして頂きたいと
思います。「国会議員が良くなってくれないと、真面目にやっている
地方議員まで同じにみられるのは心外だ」と、衆議院選挙中に言って
いた私からのお願いです。
今年も宜しくお願い致します。

スズキ労連の皆さん、明けましておめでとう
ございます。
昨年も、私たちの組織内議員団の活動に対して、ご支援いただき
ました。ありがとうございました。とりわけ、衆議院議員選挙では、
国民民主党が躍進しました。選挙を通じて訴えてきた「手取りを増や
す」経済政策に多くの国民の皆さんが共感し、力強く支援していただ
いた結果だと考えます。今後も、国民民主党の政策を実現するために、
粘り強く取り組んでいきます。
今年も、1月に通常国会が召集されます。今後の国会では、ガソリ
ン税のトリガー条項凍結解除、暫定税率や二重課税の廃止、自動車
関係諸税の抜本改革、カーボンニュートラルなど脱炭素社会の実現
に向けた次世代技術開発、急速充電器・水素ステーション等のイン
フラ整備の推進、自動車整備士不足対策など、様々な課題に取り組
んでいきます。また、電気代・ガス代の引下げなどの生活コストの
負担軽減にも、注力していきます。合わせて、医療保険制度の現役
世代の保険料負担の軽減を図るため、年齢ではなく負担能力に応じ
た窓口負担のあり方、75歳以上の後期高齢者医療制度の拠出金への
公的資金投入拡大等に、真正面から取り組んでいきます。
最後になりますが、今年7月には、いそざき哲史参議院議員の3回
目の挑戦があります。私たちの仲間を政治に送り出すことが、自動
車産業の発展と働く仲間の安心で豊かな暮らしを実現することにな
ります。共に、頑張っていきましょう。

スズキ労連の皆さんに謹んで新年のご挨拶を
申し上げます。
昨年10月の衆議院議員総選挙は、自民党の議席数が大幅に減り、
30年ぶりに政権与党が過半数割れになるという歴史的な結果となり
ました。このようになった理由はいくつもあると思いますが、ひと
つには、石破総理が就任後すぐに衆議院を解散し、国会の議論から
逃げてしまったことです。また、「自民党とカネ」の問題に明確な区切
りをつけなかったことが大きかったといえます。
一方で、国民民主党は、選挙前の7議席から4倍増の28議席にまで
増やすことができました。「対決より解決」のスタンスを貫き、具体的
な政策を伴った「手取りを増やす」「人への投資」の理念が、多くの方
の思いに届き、期待に繋がったのだと考えています。一方で、期待
が大きい分、責任重大とも受けとめています。
衆議院で与党が過半数割れとなったことで、数の力だけで予算や
法律を成立させることができなくなり、野党の政策を一定程度取り
込まざるを得なくなりました。我々としては選挙の公約として訴え
た、基礎控除等の103万円から178万円への引き上げや、ガソリン・
軽油の税金を引き下げるトリガー条項の復活を始め、真面目に働く
皆さんにとって、より実感しやすい政策をひとつでも多く実現する
ため尽力していく決意です。
皆さんにも、SNS等で是非とも世論喚起にご協力いただき、政治
を前に進める一年となるよう、共に取り組んでいただくことをお願
い申し上げます。【11月中旬記】


